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車
道
に
ポ
ン
と
飛
び
出
し
た
だ
け
で
、　
一
瞬
に
し
て
、
か
わ
い
い
我
が
子

我
が
孫
の
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
怖
さ
を
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ

い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
、
本
当
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
ま
す
か
？

幼
稚
園
の
正
門
前
の
横
断
歩
道
は
、
安
全
に
配
慮
さ
れ
た
特
別
な
場
所
で

す
。
こ
こ
で
で
き
な
け
れ
ば
、　
一
般
道
で
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。
手
を
引

い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
？
い
え
、
子
ど
も
は
意
思
を
持

つ
生
き
物
で
す
。
手

が
離
れ
る
可
能
性
は
充
分
あ
り
ま
す
。
あ
の
縞

々
模
様
の

揃
燎
輔彎
環撫
躍
義
発
生
∫
敷
聾
謳

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
年
長
さ
ん
は
何
も
言
わ
な
く
て
国
蝠

も
自
分
で
止
ま
る
で
し
ょ
う
か
？
後
ろ
に
立

っ
て
様
子

犠
´

を
見
ま
し
ょ
う
。
止
ま
ら
な
け
れ
ば
肩
を
掴
み
止
め
ま

一諄”Ｆ齊神ヽ
．麟炒盤慟姫れ準州い剣
一耗如い
場鑽呻

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
命
を
守
り
た
い
園
長
は
、
今
年
も
し
つ
こ

く
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す
！
Ｆ本
当
に
身
に
つ
い
て
る
？
」

子どもは初めてのお客さまは人見舞
ゆする?いいえ :「これ焼き肉 :食
べて :」 自分の世界薇―舞で暮:きず

り込むつわもの揃い :やる～う:
IW奥訴塞難 Q電
}纂修f憲喜義奪写/基
に小学校の先生方には

お勧めします。1日 で

「弓|き出し」が10は
|‐
||:1磋
,増ゃせること請け含い

蜃隆%ですよ。(笑 )
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大分大学教育学部鋪属幼稚菫 《文賣/議長 石∫:]難代 )

「附属幼稚園は、地域の役に立っているのか ?」 そ

う課題を突きつけられて3年。様々な試みとアピール
に努めてきま したが、

「 リカレン ト研修」(現

場で働いている人のた

めの研 1多 )の提供 |ま、
中でも想像以上の反響
・効果がありました:

昨年度、 1年間に研修
に来て頂いたのは 47
名。何と全員に満足度評 |

価で最高点 (4点 )をつけ
て頂いたのです。「主体的な子どもの姿を弓|き出す言葉
の推卜け方がわかりました。」「次の活動への切り替えの
タイミングや声かけの方法がわかりました。」「トラブ
ルも自分で考えさせ、解決させることを大切にしてい

ました。」場面ごとの具体的な援助や手立ては勿論のこ
とt ttlIと子どもたちの間に流れる空気感までも感じ

取つて頂き、自分なりの改善イメージを担んだのか、
みなさん揃つてスッキリした顔で帰つて行かれました。
さて、このように、自分に足りないものや更に身に
つけたい力を明確にして、自ら研修・研鑽を積む努力
ができる職業人であることが、これからは一層求めら

れます。自分の確立した手法やスタイルが通用しな<
なる可能ll■を常に予漫」し、備えていかなければ、激
い社会め変化|こ対応できな<なるからです。
社会の変化に伴つて、価lLt観が多様化しています。

子育ても苦とは大き<変わつてきました。教育の現場
は、この現実を受け止め柔軟に対応しなければなりま

せんじしかし一方で、人間の発達の原理や、子どもの

本質が変わつたわけで 1まありません。教育のセオリー

は「不易」でするとすると、これからは多様な子ども

に含わせて、多様なアプロニチができる力が必要です。

「
子どもはきいやシが嫌い?Ⅲ lネ :`
『ピーマン食がたい人 !」「専～レ` lJ

自分たちで育てると、ピTマ ンも
:おいしいらしい 1イ ナツマジツク 1

手どもは楽器なんて興策なンゝ廿いい

え :「そめ楽器知■でる 1タ ラ要ネ

ット!J目 を皿めようにして見つめ、

メリノリで聞く子が多数 :すごう。
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